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グ
チ
を
聞
い
て
く
れ
る
友
達
が
周

り
に
い
て
く
れ
た
の
で
生
活
に
リ

ズ
ム
が
持
て
ま
し
た
。
そ
ん
な
あ

       

る
日
、
父
か
ら
独
立
の
用

        
意
を
し
て
お
く
よ
う
に
言

        
わ
れ
ま
し
た
。
「
来
年
の

        

秋
、
萩
の
台
駅
前
に
、
マ

        

ン
シ
ョ
ン
が
で
き
る
。
そ

        

の
一
階
に
店
舗
が
５
軒
で

        

き
る
。
そ
の
う
ち
の
一
軒

        

を
契
約
し
た
か
ら
」
・
・
・

僕
に
は
絶
対
無
理
や
！
カ
ラ
ー
リ

ン
グ
や
パ
ー
マ
が
苦
手
で
す
。
だ

っ
て
理
容
マ
コ
の
お
客
様
は
、
ほ

と
ん
ど
が
普
通
の
散
髪
だ
け
で
し

た
か
ら
　
　
　
　
つ
づ
く

　

 

ど
う
違
う
の
？
大
衆
理
容

一
般
の
理
髪
店
と
、
大
衆
理
容
ま
ず
　
な

ん
と
い
っ
て
も
大
き
く
違
う
の
は
　
値
段
・

時
間
・
仕
上
が
り
・
整
髪
し
や
す
さ
な
ど
で

す
。
　
　
技
術
者
の
優
劣
が
　
同
じ
だ
と
し

て
も
所
属
す
る
店
の
方
針
や
内
装
、
使
う
備

品
な
ど
で
技
術
内
容
は
全
く
違
っ
て
き
ま

す
。

　
大
衆
理
容
イ
コ
ー
ル
低
料
金
と
い
う
イ
メ

ー
ジ
が
定
着
し
て
い
ま
す
が
、
は
た
し
て
そ

う
で
し
ょ
う
か
？

　
　
　
　
　
　
　

ヘ
ア
サ
ロ
ン
マ
ツ
ダ
は
三
〇
〇
〇
円
の
料

金
を
頂
き
ま
す
が
、
技
術
レ
ー
ト
は
四
〇
〇

〇
円
弱
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
　
つ
ま
り
お

客
様
に
は
二
割
く
ら
い
オ
ト
ク
に
な
っ
て
い

る
ワ
ケ
で
す
。
（
得
得
）

あ＞＞定休日　　あ＞＞こんざつ

　あ＞＞ほどほど　あ＞＞ゆっくり

美と健康の

生活情報誌

髪ねっとグループ　　『なんとかします』のマツダです

昭
和
六
二
年
、
ス
タ
イ
リ
ス
ト
と

し
て
僕
は
、
自
分
で
も
わ
か
る
く

ら
い
技
術
が
進
み
ま
し
た
。
仕
事

っ
て
楽
し
い
モ
ノ
や
っ
て
ん
な
ぁ
。

先
生
に
怒
ら
れ
る
事
も
な
く
な
り
、

住
み
込
み
生
活
か
ら
、
自
宅
通
勤

に
代
わ
り
、
給
料
が
九
万
円
か
ら

十
二
万
円
に
増
え
ま
し
た
。

地
元
乙
田
町
青
年
団
の
会
計
と
し

て
別
の
世
界
の
繋
が
り
も
出
来
ま

し
た
。
青
年
団
で
は
、
い
ろ
ん
な

行
事
を
企
画
し
た
り
、
ゲ
ー
ム
・
麻

雀
・
ビ
ー
ル
と
そ
れ
は
も
う
楽
し

す
ぎ
て
、
住
み
込
み
時
代
と
比
べ
た

ら
、
北
朝
鮮
か
ら
ハ
ワ
イ
み
た
い

な
日
々
が
続
き
ま
し
た
。
仕
事
で
イ

ヤ
な
事
が
あ
っ
て
も
そ
れ
ま
で
と
違

い

修業はつらいよ　その 11

がんばれ！よしお店長

８ 月 の 定 休 日 と 混 雑 予 想

店 内 を飾る寄せ植え

やっぱり観葉植物があると、なんとなく

和みます。店内を植物でいっぱいに！

なんて事はやめときますけど・・

クロトン・コンシーネ・グズマニア

セローム・ポトス・シュガーバイン

だそうです。

夏
の
風
物
詩
と
も
言
え
る
ビ
ア
ガ
᲌
デ
ン
Ᲊ
気
軽
に
大
勢
で
飲
み
食
い
で
き
て
開
放

的
で
気
持
ち
い
い
も
の
で
す
ね
Ᲊ
さ
て
ᲈ
日
本
で
最
初
の
ビ
ア
ガ
᲌
デ
ン
は
ᲈ
１
８

７
５
年
に
横
浜
・
山
手
で
「
ス
プ
リ
ン
グ
・
バ
レ
᲌
・
ブ
ル
ワ
リ
᲌
（
現
在
の
麒
麟
麦

酒
）
」
の
創
始
者
で
あ
る
ウ
イ
リ
ア
ム
・
コ
᲌
プ
ラ
ン
ド
が
工
場
隣
接
の
自
宅
を
改
装

し
て
開
い
た
「
ス
プ
リ
ン
グ
・
バ
レ
᲌
・
ビ
ア
ガ
᲌
デ
ン
」
で
す
Ᲊ
主
に
外
国
人

居
留
者
や
外
国
船
の
船
員
向
け
に
し
て
い
た
よ
う
で
す
Ᲊ
屋
上
の
ビ
ア
ガ
᲌
デ
ン
と

な
る
と
１
９
５
３
年
に
大
阪
市
北
区
梅
田
に
あ
る
「
ニ
Ჸ
᲌
ト
᲌
キ
Ჹ
᲌
大
阪
第
一

生
命
ビ
ル
店
」
と
な
り
ま
す
Ᲊ

営
業
方
針
は
一
定
の
時
間
を
限
り
、
飲
み
放
題
・
食
べ
放
題
の
方
式
を
採
用
し
、
金

銭
授
受
を
省
い
て
合
理
的
に
料
理
な
ど
を
提
供
す
る
場
合
が
多
い
よ
う
で
す
。
飲
料
は

ビ
ー
ル
・
チ
ュ
ー
ハ
イ
・
烏
龍
茶
・
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
の
ソ
フ
ト
ド
リ
ン
ク
類
も
全
て
ジ

ョ
ッ
キ
で
提
供
さ
れ
、
お
代
わ
り
は
ジ
ョ
ッ
キ
と
交
換
が
原
則
で
、
も
し
部
外
者
か
ら

紛
れ
込
ん
で
も
ジ
ョ
ッ
キ
が
な
け
れ
ば
飲
食
で
き
な
い
仕
組
み
に
な
っ
て
ま
す
。
中
央

カ
ウ
ン
タ
ー
な
ど
に
並
べ
ら
れ
た
料
理
を
セ
ル
フ
で
取
り
分
け
自
席
で
飲
食
し
大
型
テ

レ
ビ
で
野
球
を
観
戦
し
た
り
ス
テ
ー
ジ
の
生
演
奏
を
聞
く
な
ど
、
楽
し
み
方
は
い
ろ
い

ろ
あ
る
よ
う
で
す
。

地
上
高
日
本
一
の
ビ
ア
ガ
᲌
デ
ン
（
り
ん
く
う
ゲ
᲌
ト
タ
ワ
᲌
ビ
ル
２
８
階
屋
外

ビ
ア
ガ
᲌
デ
ン
「
ス
カ
イ
ビ
ア
サ
ロ
ン
・
パ
テ
Ჲ
オ
」
１
３
０
ｍ
の
高
さ
）
ᲈ
３
６
５

日
ビ
ア
ガ
᲌
デ
ン
（
高
知
大
丸
屋
上
庭
園
ビ
ア
ガ
᲌
デ
ン
『
ガ
᲌
デ
ン
食
堂 

土
佐
水

木
』）
な
ど
話
題
に
は
事
欠
き
ま
せ
ん
が
ᲈ
札
幌
の
大
通
り
公
園
は
ᲈ
公
園
の
大
半
（
数

百
メ
᲌
ト
ル
）
が
ビ
ア
ガ
᲌
デ
ン
に
な
り
日
本
国
内
で
は
他
に
類
を
見
な
い
大
規
模

な
も
の
に
な
り
ま
す
Ᲊ

     

明
治
神
宮
外
苑
に
あ
る
「
森
の
ビ
ア
ガ
᲌
デ
ン
」

     

は
そ
の
名
の
通
り
ᲈ
森
に
囲
ま
れ
た
ビ
ア
ガ

    

᲌
デ
ン
で
丸
太
で
出
来
た
テ
᲌
ブ
ル
や
椅
子

    

が
あ
り
バ
᲌
ベ
キ
Ჸ
᲌
な
ど
が
出
来
ま
す
Ᲊ
し

     

か
も
ビ
᲌
ル
サ
᲌
バ
᲌
を
提
供
し
て
く
れ
ᲈ

     

飲
み
介
に
は
最
高
で
す
Ᲊ

    

ク
ー
ラ
ー
で
冷
え
た
部
屋
で
飲
む
ビ
ー
ル
も
良
い
で

    

す
が
、
外
の
自
然
の
風
を
感
じ
な
が
ら
飲
む
ビ
ー
ル

    

も
良
い
っ
し
ょ
！
　
（
ド
カ
ベ
ン
）

写真はイメージ

日 月 火 水 木 金 土
１

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

９ １０ １１ １２ １３ １４ １５

１６ １７ １８ １９ ２０ 21 22

23 ２４ 25 26 27 28 ２９

３０ ３１



先日、定額給付金 12,000 円で JR 西日本パス（2 日間用）を購入して、電車好きの

息子と僕の二人でこれでもかと言うぐらい鉄道に乗って来ました。単純に 1 泊 2 日で

新幹線を利用するだけでも十分に元は取れるので大変お得です。今回、僕の目的は広島でお好み焼きと香

川でうどん。息子は色々な特急に乗ることでした。

朝 8 時に家を出て大阪－京都を往復し、お昼頃に広島カープの本拠地マツダス

タジアムから伸びた、野球ファンの行列を左手に見つけたところが広島駅で

した。駅を降りると大多数のカープファンと数人の日ハムファンを横目に、

初めての路面電車に大興奮の息子（写真 1）と乗り第一目標のお好み焼きを

食べました。

次は、博多から鳥栖まで“かもめ”（写真 2）と“リレーつばめ”で往復し小倉へ、

さらに在来線に乗り換え下関行に乗り換え途中の門司駅で突然の停電に、2・3 分後

電気が付いてホッとしました。　後で聞くとここは電流が切り替わる地点【本州＝

直流：九州＝交流】で交流から直流に切り替わる瞬間だったようです。ホントにビ

ックリしました。

その後、新下関から新幹線と山陽本線を乗り継いで倉敷に宿泊。翌日は

讃 岐 う ど ん を 食 べ る た め に 瀬 戸 大 橋 を 渡

り四国に入り、丸亀~高松で偶然アンパンマン列車（写真 3）に出会い、

高松駅到着前にはアンパンマンの声（戸田恵子）で「間もなく終点です・・・

行ってらっしゃい！」と車内放送があり息子も大喜びでした。

高松で、第二目標の讃岐うどんを食べ、本州に戻り岡山の路面電車、そして明石から神戸までの明石海

峡大橋を望む車窓もなかなか良かったですよ。最後はまたしても、京都~大阪間で、サンダーバードに乗

り 18 時過ぎに帰宅。　あぁ~、疲れた~！

この切符 8 月 3 日までの期間限定なので、高速道で週末 1000 円も良いですが鉄道旅行もお勧めです。

（あぐり）

写
真
①

写
真
③

写
真
②

【一日目】

路面電車（広島電鉄）

【二日目】

路面電車（岡山電軌）

西明石＝明  石

＊ ＝：在来線

　「後ろの多い毛を気になる前とか、さびしい上に持っていけたらなぁ…」

薄毛に悩む方なら誰もが思うであろうことを実際やっちゃう自毛植毛。

身近なところで実際やっちゃった方が。

超△△（М字）の生え際がトレードマーク　　　　　　　　　　　　だった僕等の仲間 T口さん（Ｆ井県でヘアサロン経営）
△ △の部分に自分の後ろの毛ェ持ってきて　　　　　　　　　　　▲▲にする手術をしたのがかれこれ１年半前。

６月８日に会って撮った　右▲部分のどアップがこれ→　　　　　　　　　　　　　　　※あえて前髪を持ち上げて撮ってます。

　ドМがソフトМくらいになってますね（笑）

この　「とってつけたにもかかわらず、とってつけた感のない」　 　　　　　　　　　　　　　　「これみよがさない生え際！」

一言で言えば　「自然」（笑）　手術というハードルは高いけど、それを飛び越えただけの価値はたしかにあります。

え？はいはい、そうですよね。ハードルと言えば最も気になるのが、　「で、ぶっちゃけナンボかかるん？」

すべては本数によりますが T さんのようなМ字タイプなら約５０~１００万。てっぺん部分も植える場合は約１００~１５０万。
医療ローン（５年）で１ヶ月１万~３万ってところでしょうか。たしかに金額は張りますが、カツラ等のランニングコストと比べると

あながち高いとは言えません。なにより、「自然」という心の満足。なんてったってヘディングするのに躊躇はいりません＾＾

これを鑑みると、髪ねっととしてはオススメすると言うよりは「こういう選択肢もありますよ」と、

『いきなりクリニックのカウンセリングは敷居が高くって…』という最も多いお悩み層にお答えしたい、お伝えしたいと考えています。

引き続き情報収集しますので、お店のスタッフにどんどん質問してくださいね＾＾

（あおちゃん）

自毛植毛ってこんなんです　その４　~１年半後のＴ口さん~


